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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、副助詞に関する品詞論的な問題に端を発して、現代語の助詞マデの意味用法を精緻
に分析し体系化したものである。 
序章の問題提起を受けて、第 1 章では、多様なマデの諸用法について、取り立て用法と程度用
法を中心に再分類したうえで、そのどちらにも収まらない限度用法という用法を提唱する。マデ
の典型的な用法から周辺的な用法まで網羅的に扱ったことは高く評価でき、新たな用法設定も妥
当なものである。 
第 2 章では、取り立て用法に分類されるマデの諸用法について、その相互関係を考察するとと
もに、類義的な助詞であるサエやダケと比較して、その異同を明らかにしている。特にサエとの
比較において、平叙文だけでなく、否定文、疑問文、禁止文、命令文といった種々の文タイプに
おける相違を統一的に明らかにした点は重要である。 
第 3 章では、程度用法と分類されるマデの諸用法について、その相互関係を考察し、類義的な
助詞ホドとの異同を明らかにする。また、従来格助詞として扱われていた用法が副助詞の程度用
法として位置づけられることを論証する。マデの先行研究は取り立て用法に集中する傾向にある
中で、程度用法についても綿密で妥当な考察がなされたことの意義は大きい。 
第 4 章では、著者が限度用法として位置づけるマデについて、述語のアスペクト的性質に着目
して詳細に論じる。限度用法という新用法の提唱とともに、マデとの関連において動詞分類の新
しい可能性を示している点が注目に値する。 
終章では、マデ全体の体系を俯瞰する。取り立て用法、程度用法、限度用法という区分ととも
に、話し手の評価に着目して、高程度評価用法、低程度評価用法、無評価用法という新たな区分
を立てる。この両者を二元的に組み合わせて、マデの諸用法全体の相互関係を示していることは、
これまでの研究水準を大きく超えるものとなっている。 
以上のように、本論文は、マデという複雑な問題を抱える助詞を取り上げ、助詞の品詞論的問
題、文法形式の意味と多義性の問題、類義形式との使い分け等について詳細に論じ、この助詞の
意味体系を構築することに成功している。この分野の研究は細分化が著しく、ある範囲の用法の
みを取り上げて論じる傾向が強い中で、本研究は、膨大な用例をもとに、マデの周辺的でほとん
ど気づかれていない用法まで丹念に拾い出し、全体的な意味体系を提示できている点で、極めて
高く評価できるものである。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
